
論文審査の結果の要旨 

氏名 河合 研志 

 本論文は４章からなる．第１章は，イントロダクションであり，近年の地球内部構

造研究の進展，及びその中での地震波形計算手法・解析手法の発展，道具として用い

るコンピュータの将来的な性能向上の見込み，などが簡潔に記されている．又それを

ふまえ，論文の主眼である実体波波形を使った地球内部構造インバージョンについて，

その必要性と将来への発展性，その中での本論文の位置づけなどが的確に記されてい

る．続く第２章では，実体波波形インバージョンへの第一ステップとして，正確な理

論波形計算を高周波（２Hz）までおこなうアルゴリズムが提出されている．今までの
手法の問題点を洗い出し，汎用性の高いアルゴリズムを導出し，完成度の高いソフト

開発をおこなっている．本論文の主眼である波形インバージョンに応用するための基

礎としてだけでなく，今後，構造解析地震学研究分野全般にわたって多くの研究者に

使われるグローバルスタンダードのひとつになる可能性がある重要な貢献である．本

アルゴルリズムでは，今後重要性が増すと思われる弾性常数の異方性の効果も組み込

まれており，その意味でも汎用性が高いと考えられる．第３章では，第２章で提出し

たアルゴリズムをもとに，実体波波形インバージョンをおこなうための偏微分係数

（異方性を含む）の計算法，特に局所的な構造推定のための波形インバージョンアル

ゴリズムが導出されている．米国 USArrayなど大量の実体波波形データが今後解析可
能になることを考えると，極めて有効でタイムリーな手法の導出であり，高く評価さ

れる．章の後半では，マントル最深部 D"の構造に関して，データの違いによる異方
性各成分の解像度に違いが明らかにされており，波形インバージョンにより正確な構

造推定が可能になることを示唆している．第４章では，実際のデータに，実体波波形

インバージョンを応用した例が示されている．D"の局所的な構造を実体波の波形イン
バージョンによって推定した初の研究として重要であるとともに，本論文が提出した

手法が実行可能なものであることを示したという意味でも意義深い．対象となってい

る中米下の D"の構造は多くの研究者によってなされており，今後データを増やすこ
とにより，詳細な構造が明らかになることを期待させるという意味で，本論文の締め

くくりとして相応しい，今後の発展性をしめした章となっている． 
 なお，本論文第２章は，竹内希・ゲラーロバートとの共同研究であるが，論文提出

者が主体となって解析を行ったもので，論文提出者の寄与が十分であると判断する． 
 したがって，博士（理学）の学位を授与できると認める． 
 
 
 




